
航空機騒音測定の状況
令和８年度　航空機騒音測定結果

最高音（dB） 91.9 87.8

Lden（dB） ※１ 50.0 50.1

ＷＥＣＰＮＬ ※２ 64.0 63.9

測定回数（回）　※３ 465 432

１日平均の測定回数（回） 15.5 13.9

最高音（dB） 88.9 99.3

Lden（dB） ※１ 51.2 50.1

ＷＥＣＰＮＬ ※２ 65.4 65.5

測定回数（回）　※３ 704 534

１日平均の測定回数（回） 23.5 17.2

最高音（dB） 86.0 85.2

Lden（dB） ※１ 46.4 45.2

ＷＥＣＰＮＬ ※２ 59.7 58.4

測定回数（回）　※３ 175 149

１日平均の測定回数（回） 5.8 4.8

※１　Lden（時間帯補正等価騒音レベル）：航空機騒音の新環境基準

※２　ＷＥＣＰＮＬ（加重等価継続感覚騒音基準）：国際民間航空機構（ICAO）で提案された航空機騒音の「うるささ」を表す単位。（「うるささ指数」ともいう。）
　　　　　　 （音響の強度（dB）、頻度、継続時間、発生時間帯などの諸要素により、多数の航空機から受ける騒音の総量を1日の平均として総合的に評価する基準。）

※３　測定回数：70dB以上・５秒以上継続等の騒音の回数
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